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序

　

筆
者
は
近
年
、
旧
制
中
等
諸
学
校
の
『
学
友
会
誌
』（『
校
友
会
誌
』）

を
資
料
と
し
て
、
明
治
・
大
正
期
の
学
校
文
化
を
復
元
す
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
令
和
四
年
七
月
、
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
の
明
治
四
十
四

年
度
『
校
友
会
報
』
第
六
号
に
接
す
る
機
会
を
得
た
。
本
号
は
、
同
年
に

嘱
託
教
員
と
し
て
同
校
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
折
口
信
夫
に
関
す
る
記
事

大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
『
校
友
会
報
』
第
六
号
（
大
正
元
年

八
月
）
に
つ
い
て

─
中
学
校
教
員
時
代
の
折
口
信
夫
を
め
ぐ
る
新
資
料
の
発
見
─倉

橋
真
司

や
、
関
係
教
員
・
生
徒
の
記
事
が
豊
富
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
方
面
に
お
け

る
今
後
の
研
究
に
益
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
所
蔵
者

の
許
可
を
得
て
、
主
な
内
容
の
紹
介
を
す
る
と
と
も
に
若
干
の
考
察
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
御
教
示
を
賜
り
た
い
。

　

な
お
、
本
文
中
の
引
用
資
料
に
お
け
る
旧
字
体
・
異
体
字
等
は
、
常
用

漢
字
や
正
字
に
改
め
た
。



國學院雑誌　第 125 巻第４号（2024年） ─ 44 ─

一　

大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
と
折
口
信
夫

　

大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
大
阪
府

に
お
け
る
十
番
目
の
府
立
中
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）
の
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
の
大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校
と

な
っ
た
。
学
校
史
の
編
纂
も
『
今
宮
中
学
校
創
立
三
十
年
史（
１
）』

を
始
め
と

し
て
豊
富
で
あ
り
、
大
阪
府
師
範
学
校
長
か
ら
初
代
校
長
に
就
任
し
た
瀬

川
彦
四
郎
に
よ
っ
て
、
校
訓
「
誠
実
剛
毅
」
に
基
づ
い
た
人
格
形
成
と
、

学
力
養
成
を
重
視
し
た
独
自
の
教
育
課
程
が
編
制
さ
れ
、
大
正
か
ら
昭
和

前
期
に
お
い
て
旧
制
高
等
学
校
な
ど
の
上
級
学
校
に
多
数
の
進
学
者
を
輩

出
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
２
）。

　

折
口
信
夫
（
一
八
八
七
年
生
︱
一
九
五
三
年
没　

国
文
学
者
・
民
俗
学

者
・
歌
人
）
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
月
に
今
宮
中
学
校

の
嘱
託
教
員
と
な
り
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
に
退
職
す
る
ま
で
、

第
四
期
生
の
国
語
科
と
学
級
担
任
、
第
五
期
生
の
国
語
科
を
担
当
し
た
。

こ
の
中
学
校
教
員
時
代
が
後
に
発
表
さ
れ
る
折
口
の
学
問
や
短
歌
、
人
生

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。特
に
伊
勢
清
志
、

鈴
木
金
太
郎
ら
の
教
え
子
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
折
口
の
人
物
論
に

お
け
る
不
可
欠
な
論
点
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い（
３
）。

　

こ
れ
ま
で
中
学
校
教
員
時
代
の
折
口
を
語
る
と
き
、
根
拠
と
さ
れ
て
き

た
の
は
折
口
自
身
に
よ
る
「
書
簡
」、「
日
記
」、「
自
撰
年
譜
」
及
び
「
年

譜（
４
）」、

教
え
子
た
ち
に
よ
る
回
想（
５
）が

主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
代
の
青

年
教
師
で
あ
っ
た
折
口
が
、
教
育
に
か
け
た
情
熱
と
教
え
子
に
向
け
た
愛

情
は
と
て
も
深
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
は
退
職
上
京
後
の
本
郷
昌
平
館

で
の
共
同
生
活
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
通
説
的
な
理

解
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
も
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

　

で
は
、学
校
と
い
う
組
織
に
お
い
て
、折
口
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
斬
新
な
授
業
内
容
等
は
、
教
え
子
の
回
想
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
時
の
折
口
や
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
学
校
文
化
の
中
で
過
ご
し
て
い
た
の
か
は
、
こ
れ
ま
で
焦
点
を
当
て
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
回
紹
介
す
る
『
校
友
会
報
』（
第

六
号
）
は
当
時
の
校
内
記
録
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
理
解
の
隙
間
を
埋
め

る
よ
う
な
新
た
な
事
実
を
提
示
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
う
。

二　
『
校
友
会
報
』
第
六
号
の
概
要
と
校
友
会
組
織

　

大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
『
校
友
会
報
』
第
六
号（
６
）は

、
縦
22
セ
ン
チ
×
横

15
セ
ン
チ
×
厚
さ
９
ミ
リ
で
、
総
頁
数
は190

頁
で
あ
る
。
発
行
年
月
日

は
大
正
元
年
八
月
二
十
五
日
、
編
輯
兼
発
行
人
は
、
大
阪
市
南
区
恵
美
須
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町
の
小
西
伊
三
郎
、
印
刷
人
は
大
阪
市
東
区
高
麗
橋
の
木
水
奥
兵
衛
、
印

刷
所
は
大
阪
市
東
区
高
麗
橋
の
共
益
社
本
店
、
発
行
所
は
大
阪
市
南
区
宮

津
町
の
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
々
友
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

口
絵
写
真
が
二
枚
あ
り
、「
明
治
四
十
四
年
度
職
員（
７
）」、「
大
阪
府
立
今

宮
中
学
校
生
徒
作
業（
８
）」

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
の

裏
面
に
目
次
が
あ
り
、
次
の
項
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
第
二
回
卒
業
式

に
於
け
る
校
長
の
告
辞
」、「
本
校
の
歴
史
第
六
年
」、　

※
「
第
一
学
期
」、

※
「
春
季
修
学
旅
行
記（
９
）」、

※
「
丹
波
但
馬
地
方
旅
行
記
」、
※
「
春
季
修

学
旅
行
記
」、
※
「
第
二
学
期
」、
※
「
弔
悼
会
」、
※
「
第
三
学
期
」、「
告

辞
及
び
祝
辞
」、「
職
員
異
動
及
生
徒
異
動
」、「
本
会
記
事
」、
※
「
文
芸

記
事
」、「
談
話
会
」、「
掲
示
」、「
会
報
」、「
柔
道
部
」、「
剣
道
部
」、「
庭

球
部
」、「
野
球
部
」、「
遊
戯
部
」、「
運
動
会
」、「
庶
務
部
」、「
共
同
購
買

部
」、「
作
業
」、「
消
息
」、「
会
員
住
所
及
姓
名
」、「
雑
纂
」、「
校
友
会
々

則
及
細
則
」
で
あ
る
。
執
筆
は
教
職
員
が
分
担
し
て
い
る
が
、
※
を
付
し

た
項
に
は
、
学
校
日
誌
に
続
い
て
各
学
年
の
代
表
生
徒
の
作
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

や
や
雑
然
と
し
た
感
が
あ
る
が
、
構
成
と
し
て
は
五
部
に
分
か
れ
、
部

の
区
切
り
ご
と
に
赤
い
用
紙
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
口
絵
に
続
い
て
、
巻

頭
（p.１

～４

）
に
、「
第
二
回
卒
業
式
に
於
け
る
校
長
の
告
辞
」、
第
一

部
「
本
校
ノ
歴
史
」（p.５

～80

）
に
、
一
学
期
（
四
月
～
八
月
）、
二
学

期（
九
月
～
十
二
月
）、三
学
期（
一
月
～
三
月
）の
各
学
年
学
級
の
級
長
・

副
級
長
・
列
長
の
任
命
、
春
季
と
秋
季
の
修
学
旅
行
等
の
主
な
学
校
行
事

の
記
録
、
学
年
末
の
学
事
報
告
と
卒
業
式
の
記
事
、
第
二
部
「
本
会
記
事
」

（p.81

～150

）
に
、
校
友
会
に
お
け
る
各
部
の
記
録
、
第
三
部
「
会
員

住
所
及
氏
名
」（p.151

～168

）
に
、
校
友
会
員
で
あ
る
教
職
員
と
生
徒
、

卒
業
生
の
住
所
氏
名
の
一
覧
、
第
四
部
「
雑
纂
」（p.169

～182

）
に
、

各
学
年
教
科
で
の
使
用
教
科
書
一
覧
、
授
業
時
程
、
生
活
指
導
上
の
家
庭

図版１　『校友会報』第六号（個人蔵）
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へ
の
注
意
、
第
五
部
（p.185

～190

）「
校
外
会
員
諸
君
に
告
ぐ
」
に
、「
大

阪
府
立
今
宮
中
学
校
々
友
会
規
則
」
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
て
い
る
。
大
正

期
の
『
学
友
会
誌
』（『
校
友
会
誌
』）
と
し
て
は
、
他
校
と
比
較
し
て
も
、

と
て
も
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
会
報
」
の
項
に
「
会
報
発
行

の
主
旨
を
摘
録
し
て
新
会
員
の
為
め
に
告
ぐ
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る（

（1
（

。

「
会
報
発
行
の
目
的
は
学
校
事
業
と
表
裏
、
相
俟
ち
て
発
展
進
歩
せ
し

校
友
会
の
事
業
を
中
心
と
し
、
傍
学
校
事
業
中
の
必
要
な
る
記
録
の
一

斑
を
叙
し
、
か
く
て
一
年
一
冊
、
首
尾
五
冊
を
通
じ
て
各
員
全
五
箇
年

間
の
一
貫
せ
る
活
動
の
歴
史
と
し
て
、
以
て
光
彩
あ
る
学
校
生
活
に
対

し
、
他
日
追
想
の
好
資
料
た
ら
し
め
ん
が
為
め
な
り
。
随
つ
て
本
報
は

広
く
社
会
の
公
衆
に
示
す
べ
き
に
あ
ら
ず
し
て
、
当
局
会
員
た
る
生
徒

に
し
て
始
め
て
見
て
以
て
感
興
す
べ
き
性
質
の
も
の
た
り
。
而
し
て
こ

れ
が
資
料
は
皆
実
際
的
事
件
の
み
こ
れ
が
記
述
は
悉
く
具
体
的
筆
法
の

み
。
本
報
発
行
は
自
己
修
養
の
歴
史
な
り
。
本
報
の
一
頁
は
自
己
奮
闘

の
記
録
な
り
。
世
間
文
芸
雑
誌
の
如
き
浮
華
の
文
辞
、
我
等
に
於
て
何

か
せ
ん
、
将
来
業
を
卒
へ
て
学
校
を
去
る
時
に
当
つ
て
各
天
涯
に
隔
絶

し
、
異
境
に
四
散
せ
ん
時
、
鴻
信
を
寄
せ
て
、
互
に
一
冊
の
紙
面
に
相

見
え
、
以
て
相
互
に
動
静
を
報
じ
、
母
校
の
運
命
を
与
り
聞
く
が
如
き

会
心
の
事
は
亦
是
本
会
報
の
特
色
し
て
誇
ら
ん
と
す
る
所
な
り
、
会
員

諸
子
夫
れ
こ
れ
を
諒
と
せ
よ
、」

創
立
後
わ
ず
か
五
年
に
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
明
確
な
編
集
目
標
を
示
し
て
い

る
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
瀬
川
校
長
の
教
育
方
針
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
今
宮
中
学
校
の
校
友
会
組
織
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
旧

制
中
等
諸
学
校
で
は
学
友
会
（
校
友
会
）
と
よ
ば
れ
る
教
職
員
と
生
徒
に

よ
る
組
織
が
あ
り
、
部
活
動
や
学
校
行
事
を
分
掌
し
て
い
た
。
教
職
員
が

「
理
事
」、
生
徒
代
表
が
「
委
員
」
を
務
め
て
、
部
員
を
ま
と
め
る
形
を

と
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が（

（1
（

、
明
治
四
十
四
年
度
に
お
け
る
今
宮
中
学
校

図版２　口絵「明治四十四年度職員」
　１列目右より２人目が瀬川彦四郎
　２列目右端が石丸梧平
　�３列目右より２人目が折口信夫、３

人目が山口勇次
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の
場
合
、
校
友
会
は
教
職
員
・
卒
業
生
・
生
徒
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
教

職
員
に
よ
っ
て
文
芸
部
（
会
報
・
掲
示
・
文
庫
・
会
合
）、
運
動
部
（
庭
球
・

剣
道
・
野
球
・
柔
道
・
運
動
遊
戯
）、
庶
務
部
、
共
同
購
買
部
の
職
務
が

分
掌
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
職
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
文
芸
部

は
『
校
友
会
報
』
の
編
集
や
、
時
事
・
教
養
に
関
す
る
事
項
の
校
内
掲
示

の
制
作
、購
入
図
書
の
管
理
、後
述
す
る
談
話
会
等
の
会
合
の
企
画
運
営
、

運
動
部
は
各
部
で
の
他
校
と
の
交
流
戦
や
校
内
の
運
動
会
の
企
画
運
営
、

庶
務
部
は
校
友
会
の
会
計
管
理
、
共
同
購
買
部
は
校
内
で
の
学
用
品
等
の

販
売
の
収
益
の
管
理
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る（

（1
（

。

　

明
治
四
十
四
年
度
に
お
い
て
校
友
会
が
主
催
し
た
学
校
行
事
は
、
〇
創

立
記
念
式
（
四
月
二
十
二
日
）、
楠
公
精
忠
記
念
会
兼
談
話
会
（
五
月

二
十
五
日
）、
〇
校
外
会
員
大
会
（
七
月
最
終
の
日
曜
日
）、
〇
弔
魂
式
（
秋

季
皇
霊
祭
日
）、
〇
運
動
会
（
十
月
二
十
七
日
）、
談
話
会
（
十
一
月
十
六

日
〜
十
八
日
）、
豊
公
入
城
記
念
会
（
十
二
月
二
日
）、
難
波
尊
都
記
念
会

（
二
月
十
三
日
）、
談
話
会
（
二
月
二
十
四
日
）、
〇
卒
業
式
（
三
月

二
十
四
日
）
で
あ
り
、
〇
を
付
し
た
行
事
は
校
外
会
員
（
卒
業
生
・
中
途

退
学
者
の
有
志
）
も
参
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
の

学
校
行
事
と
し
て
は
、
春
季
修
学
旅
行
（
五
月
一
日
〜
五
日
）、
秋
季
修

学
旅
行（
十
月
二
十
一
日
）が
あ
る
が
、こ
れ
は
学
年
主
催
で
実
施
さ
れ
た
。

　

な
お
、
今
宮
中
学
校
の
『
校
友
会
報
』
の
所
在
に
つ
い
て
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
後
継
校
で
あ
る
今
宮
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

の
保
管
状
況
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
大
阪
市
立
図
書
館
に
、
今
宮
中
学

校
の
『
校
友
会
誌
』
第
二
十
六
号
（
昭
和
三
年
七
月
）
と
第
三
十
四
号
（
昭

和
七
年
十
二
月
）
の
二
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
年
以

前
に
書
名
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
『
校
友
会
報
』
第
六

号
は
、
こ
れ
ま
で
の
折
口
信
夫
研
究
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
考
え
る
と
、
新
出
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
校
友
会
報
』
は
教
職

員
と
在
校
生
、
卒
業
生
の
み
に
頒
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
折

口
の
教
え
子
た
ち
は
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
研
究
資
料
と
し
て
は

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三　

折
口
信
夫
に
関
す
る
記
事

　
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
三
十
一
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
自
撰
年
譜
」

明
治
四
十
四
年
に
は
、「
十
一
月
、
今
宮
中
学
の
嘱
託
教
員
と
な
る
。
三

年
級
の
国
語
・
漢
文
と
、
学
級
訓
育
を
担
当
。」
と
あ
る
。
ま
た
、「
年
譜
」

の
明
治
四
十
四
年
に
は
、「
十
月
、
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
の
嘱
託
教
員

と
な
り
、
当
時
三
年
級
で
あ
つ
た
第
四
期
生
の
国
語
科
・
漢
文
科
と
学
級

訓
育
と
を
担
当
す
る
。
そ
の
前
年
か
ら
同
校
教
員
と
な
つ
て
ゐ
た
石
丸
梧

平
（
梅
外
）
を
知
り
、
後
年
（
大
正
三
年
二
月
）
道
頓
堀
の
珈
琲
店
パ
ウ
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リ
ス
タ
に
お
い
て
開
か
れ
た
文
芸
同
攻
（
マ
マ
）会
に
も
出
席
す
る
や
う
に
な
る（

（1
（

。」

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
折
口
の
今
宮
中
学
校
で
の
教
員
生
活
の
始
ま
り
を
示

す
記
述
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
明
治
四
十
三
年
七
月
に
國
學
院
大

學
を
卒
業
後
に
帰
阪
し
、一
年
余
を
経
て
奉
職
し
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
着
任
し
た
月
に
ず
れ
が
あ
り
、
そ
の
後
の
様
々
な
年
譜
や
教
え
子

の
回
想
に
お
い
て
も
、
十
月
と
十
一
月
が
混
在
し
て
い
る
状
態
と
な
っ
て

い
る（

（1
（

。
ま
た
、
な
ぜ
年
度
途
中
に
今
宮
中
学
校
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
た
め
、
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
問
題
は
『
校
友
会
誌
』
第
六
号
の
次
の
記
述
よ
り

確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（「
第
二
学
期
」
の
項
の
う
ち
、「
学
校
日
誌
」、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。）

「
〇
十
一
月
二
十
一
日　

皇
太
子
殿
下
午
後
四
時
三
分
梅
田
駅
御
通
過
に

つ
き
本
校
職
員
の
一
部
五
四
年
生
徒
奉
迎
送
を
な
す
、
本
校
教
諭
山
上
与

平
氏
は
千
葉
県
佐
原
中
学
校
へ
転
勤
右
後
任
と
し
て
折
口
信
夫
氏
来
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

山
上
先
生
を
送
る

�

第
三
学
年　
　

伊
勢　

清
志

こ
の
二
三
日
、
た
ゞ
な
ら
ず
あ
わ
た
ゞ
し
く
思
ひ
た
る
も
し
る
〳
〵
、

わ
が
山
上
先
生
は
、
雲
も
は
る
か
な
る
東
の
空
へ
と
、
今
日
う
ち
出
で

た
ま
ひ
て
明
白

（
マ
マ
）は

や
が
て
い
な
む
と
の
た
ま
ふ
。

胸
つ
ぶ
る
ば
か
り
う
ち
驚
き
て
、
し
ば
ら
く
は
も
の
も
い
は
れ
ず
。
わ

が
あ
た
り
な
る
友
ら
は
と
見
る
に
、
い
づ
れ
も
ひ
た
あ
き
れ
に
、
顔
に

は
ひ
と
し
く
悲
し
げ
な
る
色
の
漂
へ
る
を
見
る
。

先
生
も
う
れ
は
し
げ
に
、
し
か
も
力
強
く
読
み
あ
げ
た
ま
へ
る
韓
信
伝

よ
、
故
し
ら
ず
胸
ふ
さ
が
り
来
て
、
ま
の
あ
た
り
な
る
読
本
の
行
さ
へ

く
ら
く
な
り
行
く
。
今
日
の
わ
か
れ
に
、
聞
き
た
て
ま
つ
る
先
生
の
み

声
、お
そ
ら
く
は
わ
が
世
の
か
ぎ
り
わ
す
れ
じ
と
思
ふ
に
、心
い
よ
〳
〵

沈
み
来
る
を
お
ぼ
え
て
、
紛
は
さ
む
と
目
を
あ
く
れ
ば
、
先
生
の
温
容

す
こ
し
う
ち
曇
り
て
む
か
ひ
立
ち
た
ま
へ
る
。
霜
月
の
風
、
が
ら
す
戸

の
ひ
ま
よ
り
吹
き
入
り
て
寒
き
教
室
に
、
あ
り
聞
え
ず
も
が
ま
の
鐘
の

声
響
き
渡
る
先
生
の
み
教
を
う
く
る
終
は
り
の
、
今
日
の
今
の
放
課
の

鐘
の
声
の
あ
や
に
く
や
い
と
鋭
く
聞
え
来
る
な
り
。」

（「
第
三
学
期
」
の
項
の
う
ち
、「
一
、四
十
四
年
度
学
事
報
告
」
の
「
職
員

異
動
」）

「
十
一
月
二
十
日　

山
上
教
諭
千
葉
県
立
佐
原
中
学
校
教
諭
に
転
任
せ
ら

る　

折
口
信
夫
本
校
教
授
（
マ
マ
）を
嘱
託
せ
ら
る
」
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折
口
の
着
任
は
明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
。
前
任
の

山
上
与
平
が
千
葉
県
立
佐
原
中
学
校
に
転
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

そ
の
後
任
と
し
て
年
度
途
中
で
の
着
任
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
山
上
は
三

年
二
組
の
学
級
担
任
と
文
芸
部
理
事
・
会
報
係
兼
掲
示
係
を
務
め
て
お
り
、

折
口
は
後
任
と
し
て
こ
れ
ら
の
分
掌
を
引
き
継
い
だ
こ
と
も
別
項
に
お
け

る
記
事
よ
り
確
認
で
き
る（

（1
（

。
山
上
は
大
阪
府
出
身
で
國
學
院
大
學
師
範
部

国
語
漢
文
科
を
明
治
四
十
年
に
卒
業
（
第
十
五
期
）
し
た
人
物
で
あ
り
、

岩
橋
小
弥
太
と
大
学
で
は
同
期
で
あ
っ
た（

（1
（

。
折
口
と
も
年
齢
が
近
く
、
直

接
の
面
識
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
國
學
院
が
着

任
へ
の
縁
を
つ
な
い
だ
可
能
性
が
高
い
。
送
別
文
を
学
年
代
表
と
し
て
伊

勢
清
志
が
書
い
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。『
校
友
会
誌
』
に
お
け
る
生

徒
代
表
は
、
学
期
ご
と
に
任
命
さ
れ
る
各
学
年
学
級
の
級
長
、
副
級
長
、

列
長
よ
り
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
明
治
四
十
四
年
度
に
お
い

て
伊
勢
は
三
学
期
に
三
年
二
組
の
列
長
を
務
め
、
ま
た
各
学
級
よ
り
一
名

選
出
さ
れ
る
文
芸
部
補
助
係
（
三
年
二
組
）
も
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
い
は
後
任
の
学
級
担
任
で
あ
り
、
か
つ
会
報
の
編
集
担
当
で
あ
っ
た

折
口
の
勧
め
に
よ
り
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
他
に
折
口
に
関
係
す
る
記
事
を
こ
こ
で
二
点
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、「
第
三
学
期
」
の
項
に
あ
る
、「
一
、四
十
四
年
度
学
事
報
告
」

の
中
に
、
明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
四
日
に
実
施
さ
れ
た
、
第
二
回
卒
業

式
の
記
事
が
あ
り
、
卒
業
生
氏
名
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
「
折
口
和
夫
」、「
折
口
親
夫
」
の
氏
名
が
あ
る
。
こ
の
二
名
は
折
口

信
夫
の
双
子
の
弟
で
あ
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、
折
口
が
明
治
四
十
四
年
十
一
月
に

着
任
し
た
時
、
二
名
の
弟
が
第
五
学
年
に
在
学
中
で
あ
っ
た
。
授
業
を
受

け
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
兄
弟
三
名
が
教
員
と
生
徒

と
い
う
立
場
で
、
同
じ
中
学
校
に
通
っ
た
時
期
が
四
箇
月
ほ
ど
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　

ま
た
、「
会
員
住
所
及
姓
名
」の
項
に
は
明
治
四
十
五
年
度
現
在
の
職
員
、

在
籍
生
徒
、
卒
業
生
住
所
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
職
員
の
欄
に
あ

る
折
口
の
住
所
は
「
東
、
南
農
人
町
一
丁
目
古
子
方
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

第
二
回
卒
業
生
の
欄
に
あ
る
折
口
和
夫
、
折
口
親
夫
の
住
所
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
南
、
木
津
鷗
、
一
一
二
三
」、「
南
、
木
津
鷗
一
、一
二
三
一
（
マ
マ
）」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
住
所
は
明
治
四
十
四
年
度
の
情
報
を
継
承
し
て
掲
載
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
折
口
は
着
任
時
よ
り
、
弟
た
ち
が

暮
ら
す
実
家
か
ら
離
れ
て「
古
子
方
」に
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
古
子
」
と
は
兄
の
古
子
進（

（1
（

を
示
し
、「
年
譜
」
で
は
大
正
二
年
九
月
よ

り
上
京
す
る
同
三
年
三
月
ま
で
居
住
し
た
と
記
さ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
れ

以
前
よ
り
兄
の
も
と
に
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う（

（2
（

。
な
お
、
弟
二
名
の
卒

業
後
の
進
学
先
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
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四　

石
丸
梧
平
・
第
四
期
生
・
第
五
期
生
に
関
す
る
記
事

　

折
口
が
今
宮
中
学
校
教
員
時
代
に
特
に
親
交
が
あ
っ
た
人
物
と
し
て
石

丸
梧
平（

（2
（

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、『
校
友
会
報
』
第
六
号
に
よ
る
と
、「
第
一
学

期
」
の
項
の
う
ち
、「
学
校
日
誌
」
に
「
四
月
二
十
四
日　

朝
礼
の
際
北

川
教
諭
の
送
別
式
あ
り
」、「
五
一（
月
脱
カ
）日　

朝
礼
の
際
、
石
丸
教
諭
の
新
任
披

露
あ
り
。」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
石
丸
の
着
任
は
北
川
虎
三
郎
の
異
動

後
の
明
治
四
十
四
年
五
月
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。
前
節
で
引
用

し
た
「
年
譜
」
で
は
、「（
折
口
の
）
前
年
よ
り
同
校
教
員
と
な
つ
て
い
た
」

と
あ
る
が
、「
前
年
」
で
は
な
く
、「
半
年
前
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
二
人

の
出
会
い
は
今
宮
中
学
校
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
石

丸
の
明
治
四
十
四
年
度
の
校
友
会
に
お
け
る
分
掌
は
、
運
動
部
理
事
庭
球

係
、
同
四
十
五
年
度
の
処
務
分
掌
は
、
生
徒
監
督
教
務
係
、
作
業
施
行
係
、

受
持
学
科
は
歴
史
と
音
楽
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
五
日
に
文
芸
部
の
行
事
で
あ
る
「
楠
公
精
忠

記
念
会
兼
談
話
会
」
が
実
施
さ
れ
、
着
任
間
も
な
い
石
丸
が
「
楠
公
の
最

後
」
と
い
う
題
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
何
故
に
我
校
は
楠

公
を
慕
ひ
て
紀
念
会
を
開
く
か
の
理
由
を
の
べ
ん
と
す
」
と
し
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

「
兎
に
角
人
の
事
業
を
成
さ
ん
と
す
る
や
、
一
意
専
心
な
ら
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
か
の
ク
リ
ス
ト
が
偉
大
な
る
人
格
を
有
す
る
は
何
故
ぞ
、
か
れ

の
宗
教
を
開
く
や
幾
多
、
幾
度
の
迫
害
は
か
れ
に
せ
ま
り
た
り
。
こ
の

迫
害
や
か
れ
の
試
金
石
に
に
（
マ
マ
）て
最
後
の
迫
害
や
か
れ
の
生
命
を
奪
ひ
た

り
。
か
れ
生
命
を
失
ひ
し
も
信
念
は
の
こ
れ
り
正
成
の
偉
大
な
る
信
念

は
公
を
し
て
湊
川
に
戦
死
せ
し
め
た
り
。
吾
人
は
平
常
に
歴
史
を
学
べ

り
偉
人
の
行
は
こ
れ
を
範
と
し
て
行
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
正
成
の
如
き

は
実
に
世
人
に
好
模
範
を
示
す
も
の
な
り
本
校
の
校
訓
な
る
誠
実
に
全

く
一
致
せ
り
。」

　

ま
た
折
口
の
主
な
教
え
子
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
も
こ
こ
で
紹
介
し
て

お
き
た
い
。
ま
ず
折
口
が
着
任
以
来
、
大
正
三
年
三
月
ま
で
学
級
担
任
と

授
業
を
担
当
し
た
第
四
期
生
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
各
学
期
の
項
に
お
け

る
「
学
校
日
誌
」
の
記
述
よ
り
、
級
長
、
副
級
長
、
列
長
の
生
徒
名
を
知

る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。担
任
を
引
き
継
い
だ
三
年
二
組
の
級
長
は
江
口
芳
輔
、

副
級
長
は
斧
原
雄
三
（
い
ず
れ
も
通
年
）、
列
長
は
伊
勢
清
志
（
三
学
期

の
み
）、
三
年
一
組
の
級
長
は
上
道
清
一
、
副
級
長
は
萩
原
雄
祐
、
列
長

は
鈴
木
金
太
郎
（
い
ず
れ
も
通
年
）
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。ま
た
「
第
三

学
期
」
の
項
に
あ
る
、「
一
、四
十
四
年
度
学
事
報
告
」
に
は
、
卒
業
式
に

際
し
て
各
学
年
の
優
等
褒
状
を
受
賞
し
た
生
徒
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
第
三
学
年
（
十
五
名
）
の
中
に
江
口
芳
輔
、
萩
原
雄
祐
、
上
道
清
一
、
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鈴
木
金
太
郎
の
名
が
あ
る
。
江
口
、
萩
原
は
首
席
と
し
て
特
待
生
に
も
選

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、「
剣
道
部
」
の
項
に
は
上
道
清
一
、
斧
原
雄
三

が
部
員
と
し
て
活
躍
し
た
記
事
が
あ
り
、「
遊
戯
部
」（
陸
上
競
技
部
）
の

項
で
は
、
伊
勢
清
志
が
、
十
月
十
七
日
に
天
王
寺
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た

大
阪
府
立
中
学
校
第
十
八
回
聯
合
運
動
会
の
「
四
百
米メ
ー
ト
ル突
」
で
一
等
賞
を

獲
得
し
た
記
事
が
見
え
る（

（2
（

。

　

上
道
清
一
は
、
十
月
二
十
一
日
に
実
施
さ
れ
た
三
学
年
の
秋
季
修
学
旅

行
（
山
城
嵐
山
・
高
雄
方
面
）
の
旅
行
記
を
、
生
徒
代
表
と
し
て
執
筆
し

て
い
る
の
で
以
下
に
一
部
引
用
し
て
み
た
い（

（2
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
二
）�

第
三
学
年　
　

上
道　

清
一

　

尚
進
め
ば
左
に
砥
石
を
掘
据
せ
る
所
あ
り
。
平
岡
八
幡
は
入
ら
ず
し

て
過
ぎ
ぬ
。程
な
く
一
茶
店
あ
り
道
こ
ゝ
よ
り
二
手
に
分
る
。上
は
遊
客

の
為
に
開
き
し
新
道
に
し
て
よ
く
軍
馬
を
通
す
べ
く
下
は
旧
道
に
し
て

極
め
て
嶮
峻
な
り
。
我
等
は
喜
び
て
旧
路
を
と
り
や
ゝ
行
け
ば
新
道
と

合
し
ぬ
。
こ
ゝ
は
梅
ケ
畑
村
と
て
先
に
合
ひ
し
畑
の
媼
は
此
辺
の
者
な

り
。

　

い
く
つ
か
の
坂
道
を
走
り
下
つ
て
遂
に
清
滝
の
清
流
に
到
り
ぬ
。
未

だ
林
間
に
（
数
文
字
脱
カ
）
を
暖
め
て
紅
葉
を
焼
く
の
季
に
は
至
ら
ね

ど
想
ひ
し
よ
り
は
葉
々
霜
に
飽
き
て
黄
に
紅
に
染
め
出
さ
れ
緑
と
相
映

じ
て
い
と
麗
は
し
く
流
乱
石
に
触
れ
更
に
流
れ
て
岸
を
噛
み
泡
沫
雪
を

吐
く
と
こ
ろ
白
雪
橋
か
ゝ
り
風
光
皁（
卓
カ
）絶
し
て
無
趣
味
な
る
我
も
一
つ
駄

句
に
て
も
作
り
た
き
思
せ
り
、
橋
の
袖
に
独
り
先
ん
じ
て
渥
丹
の
如
く

に
紅
葉
せ
る
楓
一
樹
あ
り
。
楓
一
き
は
目
立
ち
て
美
し
。
句

　

清
滝
や
波
に
散
り
こ
む
青
松
葉

（
後
略
）

　
『
校
友
会
報
』第
六
号
が
発
行
さ
れ
た
日（
大
正
元
年
八
月
二
十
五
日
）、

折
口
は
第
四
期
生
の
伊
勢
清
志
と
上
道
清
一
の
二
名
を
連
れ
た
伊
勢
・
志

摩
・
熊
野
を
巡
る
旅
よ
り
帰
阪
し
た
。
こ
の
旅
が
後
の
折
口
の
学
問
や
短

歌
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ
の

二
名
を
同
伴
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
折
口
自
身
が
「
心
の
美
し
い
生

徒（
（2
（

」
と
称
し
た
こ
と
以
外
に
知
る
す
べ
は
な
い
。
今
回
紹
介
し
た
こ
れ
ら

の
記
事
よ
り
、
彼
ら
が
文
武
両
道
を
実
行
す
る
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

た
こ
と
、
折
口
自
身
が
共
感
す
る
感
性
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、「
会
員
住
所
及
姓
名
」
の
項

に
よ
る
と
、
明
治
四
十
五
年
度
に
折
口
は
四
年
二
組
の
担
任
に
持
ち
上
が

る
が
、
学
級
の
生
徒
は
入
れ
替
え
が
あ
り
、
四
年
一
組
に
斧
原
雄
三
、
梶

喜
一
、
鈴
木
金
太
郎
、
萩
原
雄
祐
、
四
年
二
組
に
上
道
清
一
、
江
口
芳
輔
、
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滝
山
徳
三
、
竹
原
光
造
、、
四
年
三
組
に
伊
勢
清
志
、
後
藤
一
雄
、
柳
延

胤
ら
が
配
属
に
な
っ
た（

（2
（

。

　

続
い
て
第
五
期
生
の
記
事
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
第
五
期
生

は
折
口
が
大
正
二
年
度
よ
り
国
語
の
授
業
を
一
年
間
担
当
し
た
学
年
で
あ

る
。
牛
島
軍
平
の
回
想
に
よ
る
と
、
国
語
担
当
で
あ
っ
た
向
井
宗
重
郎
が

女
学
校
に
転
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う（

（3
（

。
各
学
期
の
項

に
お
け
る
「
学
校
日
誌
」
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
四
年
度
の
二
年
一
組
の

級
長
は
山
中
直
一
、二
年
二
組
の
級
長
は
長
谷
川
輝
雄
、
二
年
三
組
の
級

長
は
鈴
木
喜
三
郎
（
い
ず
れ
も
通
年,
）
で
あ
り
、
彼
ら
は
全
員
年
度
末

に
優
等
褒
状
受
賞
、
特
待
生
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
鈴
木
喜
三
郎
は
二

学
年
の
秋
季
修
学
旅
行
（
大
和
多
武
峰
方
面
）
の
旅
行
記
を
、
生
徒
代
表

と
し
て
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、「
第
三
学
期
」
の
項
に
あ
る
、「
一
、

四
十
四
年
度
学
事
報
告
」
の
う
ち
、「
生
徒
異
動
」
に
お
い
て
、「
十
二
月

一
日　

伊
原
宇
三
郎
徳
島
県
立
徳
島
中
学
校
よ
り
第
二
学
年
に
転
入
許

可
」
と
見
え
る
。
伊
原
は
年
度
末
に
優
等
褒
状
を
受
賞
し
て
い
る（

（3
（

。

五　
「
第
二
三
学
年
聯
合
談
話
会
」
記
事
の
検
討

　

今
宮
中
学
校
の
『
校
友
会
報
』
は
、
編
集
の
中
心
が
校
内
記
録
と
い
う

点
に
置
か
れ
て
お
り
、
他
校
の
『
学
友
会
誌
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
特
定

の
生
徒
や
教
員
の
論
説
や
詩
、
短
歌
な
ど
の
創
作
発
表
の
場
と
し
て
は
位

置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
原
稿
も
各
学
年
の
代
表
生
徒
が
執
筆
し
て
は
い

る
が
、
事
実
を
客
観
的
に
記
録
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
個
性
的
な
内
容

の
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
第
二
節
で
紹
介
し
た
会
報
の
編
集
方

針
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
生
徒
の
文
章
に
は
編
集
担
当
教
員
の
指

導
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
文
章
表
現
の
上

で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
校
友
会
の
文
芸
部
が
主
催
し
て

十
一
月
十
六
日
よ
り
十
八
日
に
か
け
て
校
内
で
実
施
さ
れ
た
学
年
別
の
談

話
会
の
う
ち
、「
第
二
三
学
年
聯
合
談
話
会
」
の
記
事
で
あ
る（

（3
（

。

　

談
話
会
と
は
弁
論
大
会
の
こ
と
で
あ
り
、
今
宮
中
学
校
で
は
例
年
全
学

年
合
同
で
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、「
従
来
談
話
会
の
弊
は
初
年
級
は
上
級

生
の
談
話
を
以
て
難
解
と
し
、
上
級
生
は
下
級
生
の
談
話
を
以
て
平
凡
と

な
し
て
自
己
の
思
想
を
全
聴
者
に
伝
ふ
る
に
不
都
合
を
生
ぜ
し
こ
と
な

り
」
と
の
理
由
に
よ
り
、
明
治
四
十
四
年
度
よ
り
、
一
学
年
（
十
六
日
）、

二
・
三
学
年
（
十
七
日
）、
四
・
五
学
年
（
十
八
日
）
と
い
う
か
た
ち
に
改

め
て
実
施
さ
れ
た
。
記
録
者
は
例
に
よ
っ
て
各
学
年
代
表
生
徒
で
あ
り
、

記
録
の
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
は
、タ
イ
ト
ル
・
学
級
・
生
徒
氏
名（
君
付
け
）・

要
旨
と
講
評
と
な
っ
て
い
る
。
や
や
長
文
で
あ
る
が
全
文
を
引
用
し
て
み

た
い
。
な
お
、
生
徒
氏
名
の
「
〇
〇　

〇
〇
」
の
伏
字
は
筆
者
に
よ
る
。
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第
二
三
学
年
聯
合
談
話
会

弥
生
の
空
に
も
優
り
て
神
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
り
と
覚
ゆ
る
霜
月（

マ
マ
）七
日

第
一
回
第
二
、三
学
年
聯
合
談
話
会
は
我
講
堂
に
て
開
か
れ
ぬ

一�

、
開
会
の
辞
山
本
先
生
よ
り
談
話
会
の
目
的
幷
び
に
新
た
に
生
れ
た
る

聯
合
談
話
会
の
趣
旨
を
以
つ
て
開
会
の
辞
と
せ
る

二
、
菊
の
話�

二
ノ
三　

鈴
木　

喜
三
郎

百
花
悉
く
調
落
し
て
天
地
漸
く
黄
ば
み
て
色
あ
せ
む
と
す
る
内
に
独
り

黄
菊
白
菊
は
し
な
や
か
に
且
つ
操
正
し
く
園
庭
を
飾
る
其
の
高
潔
な
る

人
を
し
て
襟
を
正
さ
し
め
徳
を
磨
か
し
む
さ
れ
ば
に
や
畏
し
く
も
我　

皇
室
の　

御
紋
章
と
は
せ
る　

然
か
れ
共
か
ゝ
る
菊
の
園
も
一
朝
一
夕

の
造
り
に
は
あ
ら
ず

評　

�

凡
そ
人
明
日
あ
り
て
思
ふ
心
に
欺
か
れ
て
夜
半
に
嵐
の
吹
か
ぬ

も
の
か
は
を
さ
と
ら
ざ
る
人
果
し
て
幾
何
か
あ
る
君
の
説
に
は

一
度
接
せ
ば
か
ゝ
る
輩
は
つ
き
失
せ
む

三
、
鏡
の
手
妻�

三
ノ
二　
　

柳　

延
滝（
胤
）

感
情
の
発
表
は
駿
馬
の
奔
逸
す
る
が
如
し
、
一
度
怒
気
激
発
す
れ
ば
ま

さ
に
其
の
赴
く
所
を
知
ら
ず
人（
マ
マ
）

‼
時
に
あ
た
り
て
は
直
ち
に
鏡
を
思
ひ

浮
べ
よ
而
し
て
鏡
の
前
に
立
ち
て
自
身
を
自
我
よ
り
見
お
ろ
せ
よ
か
く

て
は
我
顔
の
醜
に
は
且
つ
は
驚
き
且
つ
は
恥
づ
べ
く
従
つ
て
怒
気
は
い

つ
し
か
鏡
の
手
妻
に
あ
ざ
む
か
れ
て
何
れ
に
か
か
く
れ
む

評　

滑
稽
に
し
て
人
を
誡
む
る
は
さ
す
が
君
の
独
壇
な
り

四（
、
脱
カ
）
依
頼
心
を
去
れ�

二
ノ
三　

〇
〇　

〇
〇

一
時
の
失
敗
は
我
為
な
り
成
功
は
最
期
に
あ
り
と
説
き
只
其
の
失
敗
あ

ま
り
人
に
依
ら
む
と
す
る
は
世
の
党
那
れ
共
夢
か
ゝ
る
心
根
持
つ
べ
か

ら
ず
男
子
は
只
管
自
己
の
真
正
な
る
能
力
に
よ
つ
て
以
つ
て
成
功
を
期

す
べ
し

評　

�

態
度
恥
か
し
か
ら
ず
と
雖
も
言
語
也
滞
り
た
り
と
云
は
ざ
る
を

得
ず
書
き
を
は
り
あ
や
ま
り
て
一
点
の
滴
落
ち
た
る
が
如
し

五
、
松
平
定
信
の
身
体
鍛
錬�

三
ノ
一　

鈴
木　

金
太
郎

彼
の
松
平
定
信
公
は
幼
少
多
病
然
れ
共
人
知
ら
ぬ
鍛
錬
は
や
が
て
か
ゝ

る
英
雄
の
士〔
土
〕台
を
築
き
身
体
を
象
の
如
く
し
意
志
を
獅
子
の
如
く
せ
り

公
の
早
世
づ
か
ひ
た
る
人
々
は
先
立
ち
て
公
は
七
十
の
阪
を
超
え
て
後

れ
て
帰
ら
れ
ぬ
旅
路
に
赴
け
り

翁
古
人
に
做
ひ
て
五
十
の
甍
を
朝
日
は
東
に
夕
に
は
西
に
移
し
ぬ
と
次

に
学
生
た
る
も
の
ゝ
鍛
錬
の
必
要
な
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
り

評　
�

容
姿
雅
語
調
和
か
く
て
前
回
の
談
と
会
に
対
し
十
分
会
稽
の
恥

を
雪
き
た
る
ぞ
う
れ
し
き

六
、
親
心�

二
ノ
三　

山
中　

直
一

三
子
を
も
つ
人
の
飢
謁
に
迫
り
て
す
ら
も
一
子
を
豪
家
に
託
す
る
を
拒
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み
た
り
と
の
例
を
引
き
誠
に
子
思
ふ
親
心
は
さ
も
あ
る
べ
く
然
れ
共
世

人
稍
も
す
れ
ば
云
ふ
「
親
の
心
を
知
ら
ず
」
と

こ
れ
誰
の
言
ぞ
而
し
て
こ
れ
誰
の
罪
ぞ
と
話
さ
れ　

つ
づ
い
て
孝
の
重

ん
ず
べ
き
を
説
か
る

評　

�

孝
と
題
す
る
談
話
は
さ
す
が
に
聞
く
毎
に
鬼
に
懲
ら
さ
る
如
き

感
身
に
迫
る
殊
に
君
の
流
る
ゝ
如
き
口
振
し
用
意
周
到
な
る
意

義
に
は
人
を
し
て
寒
か
ら
し
め
た
り

七
、
注
意
力
の
修
養�

三
ノ
一　

〇
〇　

〇
〇

注
意
力
に
は
無
意
注
意
と
有
意
注
意
と
あ
り
「
巧
妙
な
る
精
神
の
働
き

は
身
体
の
健
全
に
関
す
る
こ
と
大
な
り
」
等
時
々
さ
は
が
し
き
ひ
ま
よ

り
聞
こ
ゆ

評　

聴
者
飽
き
た
る
に
や
騒
が
し
く
全
く
聞
く
に
能
は
ず

八（
、
脱
カ
）

廃
物
利
用�

二
ノ
三　

天
野　

勝
平

「
褐
も
三
年
た
て
ば
用
に
立
つ
」
と
は
材
木
の
屑
は
薪
と
な
り
薪
は
炭

と
な
り
炭
は
肥
料
と
な
る
と
云
ふ
な
廃
万
物
皆
此
の
如
し
…
云
々
こ
の

点
に
注
意
し
て
苟
も
有
用
な
る
も
の
は
一
物
た
り
と
も
棄
つ
る
勿
れ
と

述
べ
ら
る

評　

�

誠
に
然
り
一
塵
も
有
用
な
る
も
の
を
棄
て
ざ
る
は
盖（
蓋
カ
）し

勤
倹
の

徳
な
り

九
、
楠
公
と
孔
明�

三
ノ
一　

三
橋　

隆
一

空
し
く
富
を
積
む
を
以
つ
て
成
功
者
と
な
さ
ば
楠
公
孔
明
は
共
に
失
敗

者
に
数
へ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
聖
人
と
尊
ば
れ
神
と
し
て
仰
が
る
は
そ

も
何
の
故
ぞ
や
こ
れ
全
く
絶
耐
（
マ
マ
）的

な
る
人
格
の
価
値
に
よ
ら
ず
ん
ば
あ

ら
ず
蓋
し
人
の
肉
体
は
何
時
し
か
破
滅
し
て
雲
散
霧
消
し
て
復
痕
を
留

め
ず
と
雖
も
人
格
は
こ
れ
が
た
め
に
毫
も
影
響
せ
ら
る
ゝ
事
な
し

未
来
永
遠
に
存
続
し
て
窮
り
な
き
も
の
な
り

楠
公
が
尊
氏
の
矢
に
斃
れ
孔
明
が
魏
の
戦
ひ
の
陣
中
に
失
せ
た
り
と
雖

も
其
人
格
は
い
や
ま
し
に
栄
え
に
栄
ゆ
る
を
覚
ゆ
嗚
呼
諸
君
よ
人
格
あ

り
て
こ
そ
学
生
た
る
も
の
ゝ
資
格
も
あ
れ

願
は
く
ば
第
二
の
楠
公
と
孔
明
を
近
き
将
来
に
あ
げ
よ

評　

�

君
の
論
旨
誠
に
芳
し
く
加
ふ
る
に
意
気
軒
昂
態
度
沈
着
人
を
し

て
息
を
止
め
し
め
た
り
蓋
し
本
会
の
自〔
白
〕眉

十
、
人
と
な
る
法�

二
ノ
一　

〇
〇　

〇
〇

蓋
し
少
な
き
人
は
君
子
な
り
…
…
…
云
々

多
く
の
人
の
中
に
頭
角
を
あ
ら
は
す
は
難
し
…
…
…
云
々

評　

�

他
国
の
方
言
多
志
時
に
滑
稽
に
聞
え
た
る
語
旬〔
句
〕

少
な
か
ら
ず　

即
ち
騒
ぎ
ど
よ
め
き
て
折
々
一
部
幽
か
に
漏
れ
聞
き
た
る
の
み

　
　

�

君
早
く
大
阪
の
色
に
染
み
次
会
に
は
い（
マ
マ
）大

に
振
は
れ
ん
こ
と
こ

そ
望
ま
し
け
れ

十
一
、
英
語
唱
歌�

二
ノ
一　

菊
田　

慶
太
郎
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�

二
ノ
二　

小
松
原　

誠
三

�

二
ノ
三　

赤
松　

元
道

評　

�

宏
大
な
る
神
聖
な
る
講
堂
こ
と
に
衆
人
の
眼
前
に
於
て
音
声
劉

亮
に
歌
は
る
賞
す
べ
し
〳
〵

十
二
、
革
命�

三
ノ
二　

〇
〇　

〇
〇

太
古
漁
猟
の
時
代
よ
り
今
日
文
明
の
世
に
、
至
る
ま
で
日
本
及
び
支
那

の
国
体
の
異
点
を
述
べ
立
て
ら
れ
次
に
話
さ
る
事
左
の
如
し

故
に
清
国
に
革
命
あ
り
と
も
我
国
に
は
見
る
能
は
ず
我
国
に
改
革
あ
り

て
と
も
支
那
は
な
し
難
し

今
支
那
に
於
け
る
満
漢
両
人
強
の
争
は
人
強
的
争
闘
な
る
を
以
て
事
態

容
易
な
ら
ず
満
斃
れ
は
漢
は
興
り
漢
敗
れ
て
は
満
依
然
と
し
て
漢
を
壓

す
る
な
ら
ん
事
局
も
と
よ
り
期
し
難
し
…
…
云
々
「
語
調
を
改
め
て
」

次
に
我
国
の
民
の
幸
を
述
べ
ら
し
我
国
を
富
士
が
根
の
安
き
に
置
く
べ

き
様
述
べ
ら
ん

評　

�

時
節
柄
に
も
あ
り
且
つ
は
元
気
極
め
て
旺
盛
に
し
て
深
く
感
ぜ

し
め
た
り
さ
れ
共
元
気
過
激
と
い
は
ざ
る
を
得
ず
玉
に
疵
あ
る

が
如
し

十
三
、
面
白
き
人
と
な
れ�

二
ノ
一　

〇
〇　

〇
〇

騒
が
し
く
し
て
聞
こ
え
ず
遺
感
な
り

十
四
、
所
威（
感
カ
）

�

三
ノ
三　

〇
〇　

〇
〇

１　

�

我
国
は
一
躍
四
十
年
に
し
て
世
界
の
覇
者
と
な
り
し
は
何
の
故
ぞ

大
和
魂
即
ち
強
健
不
屈
な
る
心
身
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ず

　

�

凡
そ
現
時
の
学
生
に
は
運
動
を
全
廃
し
て
い
た
づ
ら
に
勉
め
空
し

く
頭
を
の
み
大
き
く
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
あ
り
こ
は
い
は
づ
も

誤
な
り
英
雄
は
い
た
づ
ら
に
頭
に
物
を
押
し
こ
む
に
あ
ら
ず
鍛
錬

し
つ
ゝ
お
も
む
ろ
に
勉
む
る
も
の
ぞ
よ
し

２　

�

世
に
ハ
イ
ム
ラ
ー
あ
り
厭
ふ
べ
き
事
五
月
蝿
の
如
し
近
よ
る
人
も

な
き
も
の
な
り

３　

�

我
国
の
前
途
の
運
命
は
我
々
第
二
の
国
民
の
掌
中
に
あ
り
乃
ち
各

自
々
重
し
て
奮
励
努
力
せ
よ

評　

�

君
の
意
気
旺
隆
な
る
に
は
即
ち
忽
ち
に
し
て
頭
大
な
る
連
中
は

逃
げ
失
せ
む
然
れ
共
用
意
稍
周
到
を
欠
ぐ
（
マ
マ
）遺
憾
の
極
み
な
り

十
五
、
閉
会
の
辞

山
本
先
生
よ
り
本
日
の
談
話
の
残
の
外
に
よ
か
り
し
こ
と
を
賞
せ
ら
る

芽
出
度
釆
手
と
共
に
閉
会
す
（
第
三
学
年
江
口
芳
輔
記
）

　

こ
の
前
後
に
は
第
一
学
年
談
話
会
と
第
四
五
学
年
聯
合
談
話
会
の
記
事

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
ま
ず
生
徒
氏
名
に
「
君
」
の
表
記

が
な
い
。
要
旨
と
講
評
が
区
別
さ
れ
て
い
て
評
価
も
明
瞭
で
あ
り
、
六
、

九
、十
一
の
よ
う
な
高
い
評
価
か
ら
七
、十
、十
三
の
よ
う
な
評
価
の
対
象
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外
ま
で
、
極
め
て
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
古
語
が
ち
り
ば
め

ら
れ
、
句
読
点
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
独
特
な
文
章
表
現
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
一
の
講
評
に
親
鸞
の
桜
の
和
歌
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
引
用
す
る
な

ど（
（3
（

洗
練
さ
れ
て
い
る
。
記
録
者
は
「
江
口
芳
輔
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
講

評
の
視
点
や
要
旨
の
表
現
な
ど
よ
り
見
て
も
、
中
学
生
が
同
級
生
や
下
級

生
に
対
し
て
書
く
文
章
と
は
思
え
な
い
。
江
口
は
九
月
二
十
四
日
に
実
施

さ
れ
た
弔
魂
式
に
お
い
て
第
四
期
生
総
代
と
し
て
弔
辞
を
述
べ
て
い
る

が
、
そ
の
表
現
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る（

（3
（

。

　

結
論
を
先
に
言
う
と
、
私
は
こ
の
記
事
を
書
い
た
の
は
折
口
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。十
一
月
十
七
日
は
着
任
の
四
日
前
に
当
た
る
が
、

校
友
会
文
芸
部
の
最
大
の
行
事
で
あ
る
談
話
会
に
前
任
の
山
上
与
平
と
と

も
に
出
席
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
山
上
は
三
年
二
組
の
担
任
と
し
て

代
表
生
徒
の
弁
論
の
指
導
を
担
当
し
た
だ
け
で
な
く
、
文
芸
部
理
事
・
会

報
係
兼
掲
示
係
と
し
て
、
当
時
校
内
で
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
た
談
話
会

を
会
報
に
ど
の
よ
う
に
記
事
に
す
べ
き
か
を
、
後
任
の
折
口
に
引
き
継
ぐ

必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
山
上
理
事
は
会
報
に
掲
示
に
、
熱
心
事

に
当
ら
れ
し
が
、
事
情
の
止
む
を
得
ざ
る
あ
り
て
佐
原
中
学
に
転
じ
ら
れ

た
り
。」と
見
え
る
よ
う
に（

（3
（

、山
上
は
会
報
編
集
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。

の
ち
折
口
は
、
敢
え
て
第
二
三
学
年
の
記
事
を
自
ら
執
筆
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
回
初
め
て
連
合
談
話
会
の
か
た
ち
と
な
っ
た
趣
旨
を
踏
ま
え

て
、そ
れ
ま
で
の
内
容
と
評
価
が
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
っ
た
会
報
の
記
事
を
、

よ
り
明
瞭
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
弁
論
に
お
い
て
重

要
な
こ
と
が
何
で
あ
る
の
か
を
生
徒
自
身
が
反
省
で
き
る
記
事
に
す
る
こ

と
が
、
次
年
度
へ
の
改
善
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
報
は

生
徒
の
名
前
で
記
事
を
出
す
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
第

四
期
生
の
代
表
生
徒
と
し
て
江
口
の
名
を
借
り
た
か
、
あ
る
い
は
江
口
に

口
述
筆
記
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

も
う
ひ
と
つ
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
第
四
期
生
と
第
五
期
生
合
同
の

談
話
会
の
記
事
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
生
徒
に
、
二
（
鈴
木

喜
三
郎
）、
三
（
柳
延
胤
）、
五
（
鈴
木
金
太
郎
）、
六
（
山
中
直
一
）、
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
卒
業
後
も
折
口
と
関
わ
り
を
持
ち

続
け
る
教
え
子
と
な
っ
て
い
く（

（3
（

。

結

　
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
三
十
一
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
著
述
総
目
録
」

に
よ
る
と
、
今
宮
中
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
明
治
四
十
四
年
と
翌
四
十
五

年
（
大
正
元
年
）
は
ほ
ぼ
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
二
年
よ
り
宮
武
外

骨
主
宰
の
『
不
二
新
聞
』
に
「
迢
空
沙
弥
」
の
名
で
短
歌
を
発
表
、
柳
田

国
男
が
創
刊
し
た
『
郷
土
研
究
』
に
「
三
郷
巷
談
」
を
発
表
す
る
な
ど
活
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躍
が
始
ま
る
が
、こ
の
空
白
期
の
折
口
の
活
動
に
つ
い
て
は
、「
自
撰
年
譜
」

や
「
年
譜
」、
教
え
子
の
回
想
よ
り
断
片
的
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　

本
稿
は
新
出
の
『
校
友
会
報
』
第
六
号
と
い
う
学
校
資
料
よ
り
、
明
治

四
十
四
年
の
今
宮
中
学
校
の
校
内
状
況
と
、
新
任
教
員
と
し
て
の
折
口
の

姿
を
復
元
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
折
口
は
明
治

四
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
に
同
校
に
着
任
し
、
前
任
の
山
上
与
平
よ
り

三
年
二
組
学
級
担
任
と
校
友
会
文
芸
部
理
事
会
報
係
兼
掲
示
係
を
引
き
継

い
だ
こ
と
、『
校
友
会
報
』
の
編
集
担
当
者
と
し
て
、
生
徒
の
名
で
「
第

二
三
学
年
聯
合
談
話
会
」
の
記
事
を
執
筆
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。
ま
た
、
折
口
に
影
響
を
受
け
て
い
く
教
え
子
や
親
交
が

あ
っ
た
同
僚
教
員
の
校
内
で
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
一
面
を
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

全
国
の
旧
制
中
等
諸
学
校
で
は
、
明
治
・
大
正
期
よ
り
校
内
で
『
学
友

会
誌
』（『
校
友
会
誌
』）
が
発
行
さ
れ
て
、
学
校
行
事
の
記
録
と
教
職
員
、

生
徒
の
論
説
、
創
作
活
動
の
発
表
の
場
と
な
っ
て
い
く（

（3
（

。
折
口
自
身
も
大

阪
府
第
五
中
学
校
（
後
、
大
阪
府
立
天
王
寺
中
学
校
に
改
称
）
に
在
学
中
、

同
校
の
学
友
会
誌
『
桃
陰
』
に
「
都
賀
野
の
牡
鹿
」、「
八
栗
の
秋
」、「
紀

和
地
方
修
学
旅
行
記
」
を
発
表
し
て
い
る（

（3
（

。
と
り
わ
け
修
学
旅
行
記
は
と

て
も
個
性
的
な
文
章
で
、早
熟
か
つ
独
特
な
感
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
今
宮
中
学
校
の
『
校
友
会
誌
』
は
校
内
記
録
と
し
て
の
性

格
が
編
集
方
針
に
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
第
二
三
学
年
聯

合
談
話
会
」
の
記
事
の
作
者
が
折
口
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
個
人

的
な
思
想
や
心
情
を
表
現
し
た
「
作
品
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
校
内
分

掌
に
お
け
る
職
務
上
の
記
録
に
過
ぎ
な
い
。
改
革
の
途
上
に
あ
っ
た
文
芸

部
主
催
の
談
話
会
を
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
四
十
四
年
と
翌
四
十
五
年
（
大
正
元
年
）
に
お
け
る
著
述
の
空
白

は
、
折
口
が
最
も
純
粋
に
、
多
忙
な
教
育
活
動
に
打
ち
込
ん
で
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
今
回
紹
介
し
た
『
校
友
会
報
』

第
六
号
は
、
非
凡
な
才
能
を
持
ち
な
が
ら
も
、
一
人
の
中
学
校
教
員
と
し

て
自
ら
の
職
務
に
従
事
す
る
折
口
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資

料
で
あ
る
と
言
え
る
。
の
ち
の
民
俗
学
者
・
国
文
学
者
・
歌
人
で
あ
る
折

口
信
夫
の
「
前
史
」
へ
の
理
解
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（１
）	

大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校
の
学
校
史
は
、
榎
本
了
一
編
『
今
宮
中
学
校
創
立
三
十

年
史
』
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校　

一
九
三
六
年
（
以
下
『
創
立
三
十
年
史
』
と
略

す
）
が
最
も
古
い
。
の
ち
『
大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校
創
立
七
十
周
年
記
念
誌　

い
ま
み
や　

な
に
は
文
化
と
今
宮
』
今
宮
高
校
記
念
誌
編
集
委
員
会　

一
九
七
六

年
（
以
下
『
七
十
周
年
記
念
誌
』
と
略
す
）、『
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
大
阪
府
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立
今
宮
高
等
学
校
創
立
80
周
年
記
念
事
業
委
員
会　

一
九
八
六
年
、『
創
立
九
十

周
年
記
念
誌
』
大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校
創
立
90
周
年
記
念
事
業
委
員
会　

一
九
九
六
年
、『
今
宮
史
記
─
百
年
の
歩
み
─
』
大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校
創
立

100
周
年
記
念
誌
部
会　

二
〇
〇
八
年
（
以
下
『
今
宮
史
記
』
と
略
す
）
な
ど
十

年
ご
と
に
記
念
誌
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）	『
創
立
三
十
年
史
』
は
初
代
校
長
瀬
川
彦
四
郎
よ
り
第
四
代
校
長
長
坂
五
郎
ま
で

の
事
績
が
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、p.22

に
瀬
川
が
定
め
た
教
育
課
程
上
の

特
色
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
開
校
以
来
、
正
課
以
外
に
課
外
時
間
を
設
け
、

低
学
年
で
は
体
育
（
修
身
）
と
図
画
を
各
一
時
間
、
高
学
年
で
は
外
国
語
（
英
語
）

と
数
学
を
各
一
～
二
時
間
、
四
・
五
学
年
で
は
理
化
学
と
博
物
科
の
実
験
、
さ
ら

に
明
治
四
十
五
年
度
以
降
は
三
学
年
以
下
に
一
～
二
時
間
の
自
学
自
習
の
時
間
を

加
え
て
、
一
週
間
の
時
間
数
を
正
課
と
課
外
を
合
わ
せ
て
三
十
四
時
間
と
し
た
と

い
う
。各
五
箇
条
よ
り
な
る
生
徒
心
得
綱
領
と
生
徒
禁
止
要
目
も
定
め
ら
れ（p.４

）、学
力
養
成
と
生
活
の
規
律
を
重
視
し
た
校
風
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。p.128

～142

・p.181

～206

・p.277

～280

に
大
正
十
年
度
～
昭
和
十
年
度
の
進
路
実
績

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
旧
制
高
等
学
校
に
例
年
三
〇
名
～
五
〇
名
が
進
学
し
て
い

る
。

（
３
）	

折
口
信
夫
の
今
宮
中
学
校
で
の
教
え
子
に
つ
い
て
は
様
々
な
著
書
の
中
で
触
れ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
な
知
識
と
し
て
、
有
山
大
五
・
石
内
徹
・
馬
渡

憲
三
郎
『
迢
空
・
折
口
信
夫
事
典
』
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
〇
年
の
「
Ⅲ　

折
口
信

夫
の
周
辺
」
を
参
照
し
た
。

（
４
）	

い
ず
れ
も
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
編
『
折
口
信
夫
全
集
』
第
三
十
一
巻　

日

記
・
書
簡
附
年
譜　

一
九
七
六
年
所
収
（
以
下
『
全
集
』
三
十
一
巻
と
略
す
）。

な
お
「
年
譜
」
は
「
あ
と
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
複
数
の
年
譜
を
も

と
に
関
係
者
か
ら
の
聞
書
や
記
録
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）	

教
え
子
の
回
想
に
つ
い
て
は
、萩
原
雄
祐「
折
口
先
生
の
面
影
」、伊
原
宇
三
郎「
昌

平
館
時
代
の
折
口
先
生
」（
以
上
『
三
田
文
学
』
四
十
三
巻
九
号　

一
九
五
四
年

一
月
）、
鈴
木
金
太
郎
「
誠
意
あ
る
愛
情
」、
萩
原
雄
祐
「
釈
迢
空
先
生
を
憶
う
」、

伊
原
宇
三
郎
「『
師
の
愛
神
に
等
し
』」、
山
中
直
一
「
砂
け
ぶ
り
」、
牛
島
軍
平
「
先

生
」、
下
村
喜
三
郎
「
詑

（
マ
マ
）び
ご
と
」（
以
上
『
短
歌
』
創
刊
号　

一
九
五
四
年
一
月
）、

牛
島
軍
平
「
折
口
信
夫
の
世
界
（
21
）」（『
芸
能
』
二
十
巻
九
号
（235

号
）

一
九
七
八
年
九
月
）、
同
「
今
宮
中
学
校
教
員
時
代
の
折
口
信
夫
」（『
芸
能
』

三
十
巻
八
号（354

号
）一
九
八
八
年
八
月
）な
ど
が
あ
る
。こ
の
他
、前
掲
註（
１
）

『
七
十
年
記
念
誌
』
に
も
第
四
期
生
・
第
五
期
生
の
回
想
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）	

現
所
蔵
者
は
古
書
店
で
購
入
し
た
と
い
う
。
伝
存
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
裏
表
紙
に
「yushi

」
と
い
う
サ
イ
ン
が
残
さ
れ
て
お
り
、
元
の
所
蔵
者

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。「
会
員
住
所
及
姓
名
」
の
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
教

職
員
・
在
校
生
・
卒
業
生
の
氏
名
と
照
合
す
る
と
、
明
治
四
十
五
年
度
に
会
計
庶

務
係
・
書
記
を
務
め
て
い
た
職
員
に
、「
山
口
勇
次
」と
い
う
人
物
が
確
認
で
き
る
。

あ
る
い
は
こ
の
人
物
が
所
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、

「
第
三
学
期
」
の
項
に
あ
る
、「
一
、四
十
四
年
度
学
事
報
告
」
の
「
生
徒
異
動
」

に
お
け
る
新
入
生
（
第
一
学
年
）
氏
名
一
覧
（p.75

・76

）
に
、
何
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
よ
う
な
多
数
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
図
版
１
は
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
筆

者
が
撮
影
し
た
。

（
７
）	「
明
治
四
十
四
年
度
職
員
」
の
集
合
写
真
に
は
、
折
口
と
石
丸
梧
平
、
及
び
前
掲

註
（
６
）
の
山
口
勇
次
の
姿
が
確
認
で
き
る
。
最
後
列
に
複
数
名
の
教
員
の
顔
写

真
が
合
成
さ
れ
て
い
る
。
図
版
２
は
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
筆
者
が
撮
影
し
た
。

（
８
）	「
作
業
」
は
、
今
宮
中
学
校
に
お
い
て
、「
勤
労
の
習
慣
と
公
共
心
養
成
と
の
目
的

を
持
っ
て
」
開
校
以
来
実
施
さ
れ
て
き
た
教
育
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。
も
と
は
校

庭
の
清
掃
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
四
年
度
は
こ
れ
を
拡
張
し
て
、
農
作

物
（
大
豆
・
甘
藷
・
水
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
油
菜
等
）
の
栽
培
を
企
画
し
た
と
い
う
。

将
来
は
草
花
を
栽
培
し
て
校
庭
を
飾
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。（『
校
友
会
報
』
第

六
号　

p.136

・137

）

（
９
）	
明
治
四
十
四
年
度
の
春
季
修
学
旅
行
は
、
一
学
年
～
三
学
年
は
五
月
五
日
、
四
学
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年
は
五
月
二
日
～
四
日
、五
学
年
は
五
月
一
日
～
五
月
五
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
、

行
先
は
一
学
年
は
甲
山
方
面
、
二
学
年
は
男
山
・
天
王
山
方
面
、
三
学
年
は
六
甲

山
方
面
、
四
学
年
は
但
馬
丹
後
地
方
、
五
学
年
は
中
国
四
国
地
方
で
あ
っ
た
。
秋

季
修
学
旅
行
は
全
学
年
十
月
二
十
一
日
に
実
施
さ
れ
、
行
先
は
一
・
二
学
年
は
大

和
多
武
峰
方
面
、
三
学
年
は
山
城
高
雄
方
面
、
四
学
年
は
河
内
金
剛
山
方
面
、
五

学
年
は
山
城
愛
宕
山
方
面
で
あ
っ
た
。『
創
立
三
十
年
史
』p.26

～30

に
、
明
治

三
十
九
年
度
～
大
正
九
年
度
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
明
治
四
十
五
年
度
の
四
・
五
学
年
の
春
季
修
学
旅
行
（
五
月
五
日
～
六
日
）

の
行
先
は
宇
治
山
田
で
あ
っ
た
。
第
四
期
生
の
生
徒
と
と
も
に
、
担
任
の
折
口
も

同
行
し
た
可
能
性
が
高
い
。
八
月
十
三
日
～
二
十
五
日
の
伊
勢
清
志
と
上
道
清
一

と
の
熊
野
・
志
摩
旅
行
は
春
季
修
学
旅
行
と
コ
ー
ス
が
一
部
重
複
す
る
こ
と
に
な

る
。

（
10
）	『
創
立
三
十
年
史
』p.34

〜35

に
も
同
じ
文
章
の
引
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治

四
十
年
八
月
の
『
校
友
会
報
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
瀬
川
彦
四
郎
会
長
（
校

長
）
の
「
発
刊
の
辞
」
の
一
部
で
あ
る
。

（
11
）	

例
え
ば
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
創
立
の
愛
知
県
立
第
二
中
学
校
の
学
友
会

な
ど
は
こ
の
組
織
と
な
っ
て
い
る
。【
倉
橋
真
司
「
愛
知
県
立
第
二
中
学
校
『
学

友
会
報
』
第
二
十
四
号
（
大
正
五
年
三
月
）
に
つ
い
て
」（『
愛
知
県
公
文
書
館
研

究
紀
要
』
創
刊
号　

二
〇
二
三
年
）】

（
12
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号
に
お
け
る
「
本
会
記
事
」
以
降
の
項
は
、
各
部
担
当
の
理

事
が
ま
と
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
庶
務
部
」
の
記
事
よ
り
、
校
友
会
は
会

員
が
納
入
す
る
会
費
と
共
同
購
買
部
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
共
同
購
買
部
は
教
科
書
や
学
用
品
、
運
動
用
品
を
販
売
し
、
そ

の
収
益
を
本
部
資
金
と
校
友
会
費
補
助
と
し
て
分
配
し
て
い
た
（p.131

～136

）。

（
13
）	『
全
集
』
三
十
一
巻　

p.362

・369

（
14
）	

例
え
ば
岡
野
弘
彦
編
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム　

折
口
信
夫
』（
新
潮
社　

一
九
八
五
年
）
の
略
年
譜
（p.105

）
で
は
「
十
月
」、
岡
野
弘
彦
編
『
精
選　

折

口
信
夫　

Ⅵ
ア
ル
バ
ム
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
〇
一
九
年
）
の
略
年
譜

（p.202

）
で
は
「
十
一
月
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
15
）	

牛
島
軍
平
の
回
想
の
中
に
、「
先
生
が
、
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
に
赴
任
さ
れ
た

の
は
、
私
ど
も
五
期
生
の
二
年
生
の
二
学
期
の
は
じ
め
、
明
治
四
十
四
年
九
月
の

こ
と
だ
っ
た
。
四
期
生
の
国
語
の
受
持
ち
だ
っ
た
山
上
与
平
と
い
う
先
生
（
明
治

四
十
年
国
学
院
の
師
範
部
出
身
、
先
生
天
王
寺
中
学
の
同
期
の
岩
橋
小
弥
太
さ
ん

と
同
期
）
が
病
気
で
休
職
に
な
ら
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
嘱
託
講
師
と
し
て
の
赴
任

だ
っ
た
」【
前
掲
註
（
５
）『
折
口
信
夫
の
世
界
（
21
）』】
と
あ
る
。
た
だ
し
『
校

友
会
報
』
第
六
号
で
は
、
山
上
の
病
気
休
職
は
確
認
で
き
な
い
。

（
16
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号
の
「
本
会
記
事
」
の
項
に
、「
十
一
月
二
十
一
日
山
上
理
事

去
り
て
折
口
理
事
こ
れ
に
代
わ
り
か
く
て
年
度
末
に
至
れ
り
」と
見
え
る（p.82

）。

（
17
）	『
院
友
名
簿
』（
昭
和
十
六
年
二
月
）
に
は
、
明
治
四
十
年
卒
業
（
第
十
五
期
）
の

師
範
部
国
語
漢
文
科
に
山
上
与
平
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
身
地
は

「
大
阪
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
る
。
岩
橋
小
弥
太
は
『
國

學
院
大
學
学
報
』
六
十
六
号
（
一
九
六
三
年
七
月
）
に
「
遠
い
明
治
の
思
い
出
」

と
い
う
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
同
級
に
山
上
与
平
君
が
居
っ
て

首
席
で
卒
業
し
た
が
、
同
君
と
は
在
学
中
か
ら
又
生
涯
を
通
じ
て
親
し
く
交
際
し

た
。
私
が
大
正
の
終
に
始
め
て
本
学
の
教
壇
に
立
っ
た
時
、
同
君
は
本
学
の
教
務

課
長
を
し
て
居
っ
て
ま
た
顔
を
合
わ
せ
、暫
く
し
て
病
気
を
し
て
郷
里
に
帰
っ
た
」

と
見
え
る
。『
國
學
院
雑
誌
』
第
十
五
巻
四
号
（
一
九
〇
九
年
四
月
）
の
「
國
學

院
大
学
近
況
」
に
お
け
る
「
院
友
異
動
」
の
記
事
の
中
に
、「（
第
十
五
期
）
山
上

与
平
氏
大
阪
府
立
今
宮
中
学
校
嘱
托
（
マ
マ
）」

と
見
え
る
こ
と
か
ら
（p.92

）、
山
上
が

今
宮
中
学
校
に
着
任
し
た
の
は
明
治
四
十
二
年
四
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
18
）	
折
口
親
夫
（
一
八
九
四
年
生
―
一
九
四
八
年
没
）
と
和
夫
（
一
八
九
四
生
―

一
九
六
二
年
没
）
は
信
夫
の
七
歳
下
の
双
子
の
弟
で
あ
る
が
、
母
親
を
め
ぐ
る
話

題
に
比
べ
て
二
人
が
今
宮
中
学
校
の
第
二
期
生
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
【
前
掲
註
（
１
）
の
『
今
宮
史
記
』
所
収
の
寺
本
義
男
「
恩
師
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の
思
い
出　

国
語
科　

折
口
信
夫
」
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
】。
な
お
、『
校
友
会

報
』
第
六
号
の
「
会
員
住
所
及
姓
名
」
の
項
の
う
ち
、
職
員
の
欄
は
住
所
、
処
務

分
掌
、
受
持
学
科
、
職
名
、
姓
名
の
順
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
折
口
の
処
務
分

掌
以
下
の
記
載
は
、「
四
学
年
二
組
担
任　

修
、国
、漢　

嘱
託
教
員　

折
口
信
夫
」

と
な
っ
て
い
る
。
学
級
担
任
は
修
身
の
授
業
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
19
）	

古
子
進（
一
八
八
五
年
生
―
一
九
四
六
年
没
）は
信
夫
の
三
兄
に
当
た
る
人
物
で
、

明
治
四
十
三
年
に
古
子
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
幼
少
期
の
信
夫
に
多
大
な
影
響
を

与
え
、
の
ち
経
済
的
な
支
援
を
し
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

（
20
）	「
自
撰
年
譜
」（『
全
集
』
三
十
一
巻p.362

）
に
よ
る
と
、
大
正
元
年
十
一
月
に
「
北

郊
蛍
个
池
に
下
宿
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
「
古
子
方
」
よ
り
転
居
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
21
）	

石
丸
梧
平
（
一
八
八
六
年
生
―
一
九
六
九
）
は
、
大
阪
府
に
生
ま
れ
、
早
稲
田
大

学
卒
業
後
、
今
宮
中
学
校
に
勤
め
、
折
口
と
親
交
を
結
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

大
正
四
年
に
退
職
し
、
上
京
後
は
「
人
生
創
造
社
」
を
創
立
し
て
『
人
間
親
鸞
』

な
ど
の
多
く
の
著
書
を
刊
行
し
た
。「
年
譜
」（『
全
集
』
三
十
一
巻p.389

）
に
お

い
て
、
石
丸
が
今
宮
中
学
校
に
着
任
し
た
年
の
記
載
に
誤
り
が
生
じ
た
理
由
は
、

石
丸
自
身
の
次
の
回
想
が
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
私
ど
も
は
、
大
阪
府
立

今
宮
中
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
、
私
は
そ
の
前
年
に
赴
任
し
て
来
た
の
だ
が
、
親

し
い
仲
間
が
な
く
、
ぽ
つ
ん
と
一
人
で
ゐ
た
。
淋
し
い
一
年
が
過
ぎ
た
が
、
そ
の

初
秋
に
折
口
君
が
来
た
の
で
あ
る
。」【「
人
間
・
釈
迢
空
─
四
十
年
の
人
生
雑
記
─
」

（『
短
歌
』
創
刊
号　

一
九
五
四
年
一
月
）】

（
22
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号
の
「
会
員
住
所
及
姓
名
」
の
項
に
旧
職
員
と
し
て
北
川
虎

三
郎
の
名
が
確
認
で
き
、「
府
立
江
戸
堀
高
等
女
学
校
在
勤
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号
の
「
会
員
住
所
及
姓
名
」
の
項
に
よ
る
と
、「
豊
能
、
熊
野

田
村
五
〇　

生
徒
監
督
教
務
係　

作
業
施
行
係　

歴　

唱　

同
（
教
諭
）　

石
丸

五
（
マ
マ
）平
」
と
あ
り
、
明
治
四
十
五
年
八
月
に
お
け
る
住
所
は
豊
能
郡
熊
野
田
村
（
現

豊
中
市
）
で
あ
る
。
受
持
学
科
の
「
唱
」
と
は
音
楽
で
あ
っ
た
。「
折
口
君
と
一

緒
に
ゐ
た
三
年
間
は
、
大
阪
生
活
に
於
け
る
最
も
楽
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
文
学

好
き
の
少
年
を
五
六
人
も
引
き
つ
れ
て
一
緒
に
郊
外
を
あ
る
い
た
こ
と
も
あ
る

し
、
ま
た
、
折
口
君
は
、
こ
れ
等
の
生
徒
を
伴
れ
て
私
の
田
舎
の
家
（
今
の
豊
中

市
）
に
度
々
遊
び
に
来
た
こ
と
も
あ
る
。」【
前
掲
註
（
21
）「
人
間
・
釈
迢
空
─

四
十
年
の
人
生
雑
記
─
」】

（
24
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号p.83

（「
会
合
」
の
項
）、
な
お
乱
丁
が
あ
り
、p.90

の
次
頁

よ
りp.83

に
戻
る
。

（
25
）	『
創
立
三
十
年
史
』
に
よ
る
と
、「
級
長
は
各
級
担
任
が
推
薦
せ
し
者
を
校
長
任
命

し
、
列
長
は
生
徒
の
公
選
に
よ
つ
た
」（p.８

）
と
い
う
。

（
26
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号p.６

（「
第
一
学
期
」
の
項
）、p.67

（「
第
三
学
期
」
の
項
）、

p.71

（「
一
、四
十
四
年
度
学
事
報
告
」
の
項
）、p.111

（「
剣
道
部
」
の
項
）、p.128

（「
遊
戯
部
」
の
項
）

（
27
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号
の
「
第
二
学
期
」
の
項
に
、
各
学
年
の
秋
季
修
学
旅
行
の

記
事
（p.48

～60

）
が
あ
る
が
、
途
中
乱
丁
が
あ
り
、p.48

の
後
ろ
にp.53

～56

が
挿
入
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
上
道
の
記
事
はp.52

～54

に
あ
る
。

（
28
）	「
自
歌
自
註　

海
や
ま
の
あ
ひ
だ　

奥
熊
野
」（『
折
口
信
夫
全
集
』
二
十
六
巻　

歌
論
歌
話
篇
２
所
収p.35

）

（
29
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号p.154

～156

（「
会
員
住
所
及
姓
名
」
の
項
）

（
30
）	

前
掲
註
（
５
）
牛
島
軍
平
「
今
宮
中
学
校
教
員
時
代
の
折
口
信
夫
」

（
31
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号p.6

（「
第
一
学
期
」
の
項
）、p.71

・79

（「
一
、四
十
四
年

度
学
事
報
告
」
の
項
）

（
32
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号p.87

～89

（「
会
合
」
の
項
）

（
33
）	『
親
鸞
聖
人
絵
詞
伝
』
に
見
え
る
、「
明
日
あ
り
と
思
ふ
心
の
仇
桜
夜
半
に
嵐
の
吹

か
ぬ
も
の
か
は
」
の
和
歌
が
一
部
改
変
さ
れ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）	

弔
魂
式
は
故
人
と
な
っ
た
教
職
員
、
生
徒
、
卒
業
生
の
慰
霊
を
行
う
校
友
会
の
行

事
で
、
秋
季
皇
霊
祭
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
。
明
治
四
十
四
年
度
は
九
月

二
十
四
日
に
実
施
さ
れ
、
校
友
会
長
（
校
長
）
に
続
い
て
、
会
員
弔
辞
と
し
て
故
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人
の
同
期
生
（
第
一
期
生
・
第
二
期
生
・
第
四
期
生
）
の
代
表
者
が
弔
辞
を
述
べ

て
い
る
（『
校
友
会
報
』
第
六
号p.46

～47

）。
な
お
、
江
口
芳
輔
は
折
口
自
身
や

同
期
の
教
え
子
の
回
想
の
中
で
話
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
人
物
で
あ
る
が
、
三
年

時
は
折
口
の
学
級
で
級
長
を
務
め
、
か
つ
学
年
で
は
萩
原
雄
祐
と
首
席
を
競
っ
て

特
待
生
に
選
ば
れ
て
い
る
。
四
年
時
に
も
折
口
の
学
級
で
あ
っ
た
。『
一
橋
大
学

学
制
史
資
料
』
第
六
巻
所
収
の
（
東
京
高
等
商
業
学
校
）「
大
正
九
年
専
攻
部
卒

業
論
文
題
名
及
氏
名
」
の
銀
行
科
に
江
口
芳
輔
の
名
が
見
え
る
。

（
35
）	『
校
友
会
報
』
第
六
号p.83

（「
文
芸
部
」
の
項
）

（
36
）	

折
口
は
短
歌
に
句
読
点
を
用
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
初
期
の
文
章
は
原
本
で

確
認
す
る
と
句
読
点
を
用
い
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
例
え

ば
明
治
四
十
三
年
の
卒
業
論
文
「
言
語
情
調
論
」
は
複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
口
述

筆
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
句
読
点
が
一
切
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。【
國
學
院

大
學
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

折
口
信
夫
「
言
語
情
調
論
」2023.11.4

閲
覧https

：//opac.kokugakuin.ac.jp/digital/diglib/O
rikuchi01s/m

ag1/
pages/page001.htm

l

】

（
37
）	

も
し
「
第
二
三
学
年
聯
合
談
話
会
」
に
折
口
が
出
席
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
れ

が
鈴
木
金
太
郎
と
の
最
初
の
出
会
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
講
評
に
見
え
る
、「
前

回
の
談
」
と
は
、
五
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
楠
公
精
忠
記
念
会
兼
談
話
会
」

の
こ
と
で
、
こ
の
時
鈴
木
は
石
丸
の
講
演
に
続
い
て
、「
義
貞
鎌
倉
攻
」
と
題
す

る
弁
論
を
行
っ
た
が
、「
声
苦
し
げ
な
り
し
を
以
て
中
止
す
」
と
い
う
事
態
と
な
っ

て
い
た
（『
校
友
会
報
』
第
六
号p.84

（「
会
合
」
の
項
）。
な
お
、
最
初
の
「
菊

の
話
」
の
弁
士
を
務
め
た
鈴
木
（
下
村
）
喜
三
郎
は
鈴
木
金
太
郎
の
弟
で
あ
る
。

（
38
）	

例
え
ば
、
石
川
啄
木
や
芥
川
龍
之
介
、
萩
原
朔
太
郎
ら
の
中
学
校
時
代
の
習
作
が

『
校
友
会
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。【
斉
藤
利

彦
「
近
代
日
本
の
学
校
文
化
と
文
芸
活
動
─
『
校
友
会
雑
誌
』
と
い
う
磁
場
」（『
学

校
文
化
の
史
的
探
究
─
中
等
諸
学
校
の
『
校
友
会
雑
誌
』
を
手
が
か
り
と
し
て
─
』

東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
一
五
年
所
収
。p.233

～254

】

（
39
）	『
折
口
信
夫
全
集
』
三
十
巻　

雑
纂
篇
２
所
収p.３

～10


